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長縄２０人跳び  

  し  お  の  か  ぜ  

潮の風 
大きな入場門が大会シンボルに 

ＰＴＡから応援の印のプレゼント 
  

 
一年生だけで，がんばりました！ 

第１回体育祭を開催 
９月２５日(日)に，第１回体育祭を開催しま

した。一年生だけの体育祭でしたが，生徒一人

一人が心をひとつにして，鶴翔の目指している

学校像を理解いただける体育祭となりました。 
 ４月の開校以来，ちょうど半年となることか 
ら，開校以来の教育活動の集大成を，保護者や 
地域の皆様に御覧いただく機会と考えて，特別 
の思いを込めて準備を進めてきました。 
 赤団・青団・黄団の３つに分かれて競技しま 
したが，各団が，同じような競技力・団結力を 
持つように配慮して団分けをしたため，プログ 
ラム（競技）が進むごとに，団の順位が入れ替 
わるという状況でした。団は，３年間組み替え 
ない予定です。 
 

 

   杉の葉で入場門作り 
 

体育祭前日の９月２４日，グランド横，
バックネット近くに，築地会長をはじめ，
およそ１５人のＰＴＡ役員有志の皆さん
の手で，入場門が設置されました。 

第１回体育祭に応援したいというＰＴ
Ａ会員の思いが伝わってくる入場門とな
り，一部の種目を除いて，生徒たちは，こ
の門を通って競技場へ入場しました。  
 
 
 
 
鶴翔へようこそ 
日曜参観・文化祭・授業公開を実施 

本校の状況を，保護者や地域の皆様に，
広く御理解いただくために，次のような行
事を計画しております。詳細は，メールか
電話でお問い合わせ下さい。 
《日曜参観》   １０月２３日（日） 

参加対象：保護者 
午前：授業参観・学年ＰＴＡ， 
午後：講演会・地域ＰＴＡ・学級ＰＴＡ 

《第１回文化祭》 １０月３０日（日） 
《かごしまの教育週間「鶴翔への誘い」》 
１１月１日（火）～７日（月） 
参加対象：どなたでも来場可 
内容：授業公開・展示・進学相談 

 

応援団も，リーダーたちが工夫をこらし， 
全体応援や応援団演技に取り組みました。 
まだまだ，不十分な点もありましたが，精

一杯，真剣に取り組む姿に，来場いただいた
たくさんの皆さんから，大きな応援と拍手を
いただきました。ありがとうございました。 

中学生や保護者の皆様にとり，『入学した
い・入学させたい高校』となるように，今後
とも，生徒と職員が一体となって，学習活動
や部活動を充実させながら，地域の皆様に愛
されて，地域の誇りとなる学校創りと教育活
動を展開したい，と考えております。 
 

阿久根市総合文化祭  11/6(日) 
鶴翔男子が，「ハンヤ」と「さのさ」を 
会場舞台で，発表します！御覧ください。 



 

 

 
集団演技「挑戦の群青生」 

 
団体演技が，鶴翔の「船出」を象徴 
  空の下で，鶴翔高校第１回目の記念すべき体
育祭を開催できました。生徒会役員としても，
感動しました。一年生だけの体育祭でしたが，
それぞれの個性あふれる風景が見られました。 
集団演技「挑戦の群青生」(群青は鶴翔のス

クールカラー)では，みんなが団結して，鶴翔
高校の船出を象徴する演技を見ていただくこ
とができました。 
来年は，一層充実させて，よりたくさんの地

域の方や保護者の方に，『これこそ鶴翔の体育
祭』というような体育祭を見ていただきます。 

   大戸 浩太（生徒会長・江内中出身） 
 

来年への手応えを感じた体育祭！ 
  鶴翔高校最初の体育祭は，限られた準備日数
の中で，みんなよく協力できました。 
 特に演技が，集中して取り組めました。 
学級対抗リレーや団対抗リレーは，真剣な走

りで，どれも迫力のある勝負となりました。 
人数が不十分な部分もありましたが，来年・

再来年と，生徒数が増えるにつれて，一層充実
した体育祭になるだろうという手応えを感じ
ました。 
  鮫島 元樹（陸上部主将・牧園中出身） 

 
                        

（２） 
一期生が語る鶴翔流高校生活 

鶴翔での毎日の学習・部活動 

ほんとに楽しい，ゼッタイ充実！ 

勉強だけじゃないよ，実習，実技，日常生活，etc. 

当たり前のことを当たり前にやるだけだよ！ 

 
 

応援の部「優勝」……赤団！ 
 赤団応援リーダーは，人数が少ないハンディ
の中で，また，中学時代と比べて練習時間が短
い中で，一生懸命に練習しました。本番で，演
技がうまくそろった時の感動は，いつまでも忘
れないでしょう。みんなで，全力で取り組んだ
ことも，忘れられない思い出です。 

家村 大城（赤団応援団長・川内南中出身） 

 

 
    女子代表選手による 10 人 11 脚  
 
楽しく，充実した一日に満足 
  放送と記録を担当しました。 

記録係は，各団の実力（競技力）に，ほとん
ど差がないことから，総得点順位がぐるぐる入
れ替わるため，集計に当たっては，緊張の連続
でした。でも，係の連携と協力がうまくいって，
達成感を味わいました。 

また，放送は，実況やアドリブに苦労しまし
たが，「聞いている人に分かりやすい話し方」
の大切さを学びました。 

みんなで，一から作ってきた体育祭だったの
に，大成功で，しかも，楽しみながら充実感を
味わえたことに，生徒一人一人が，おおいに満
足できた一日でした。 
村上 絵梨香（放送・記録担当・平尾中出身） 

 

 
 

一期生だより 
「潮の風」（第６号 第２面） 

 


